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て露頭も明らかでないo從つて坑口を取朗けて坑丙の鉱

況を知る必要がある。また中尾露頭および元不動鉱山に

関しては今後の調査にまたねばならぬ。

6、本鉱山地域はその地形上探鉱，調査は極めて困難

であるが，今後さらに各所に鉱床露頭の発見される可能

季生があるo　　　　　　　　　　　　　　　　　『

　　　　　　文献資料
野田勢次郎，佐藤傳藏：1／200，000高山図幅説明書，’

1921．

笠ケ岳鉱山：笠ケ岳鉱山読明書（手記），1945．

　　　　　　　　　　（1951年10月）

　（附記）

筆者らの調査後における，大切坑鑓押の進渉状況につ

き通知あり，すなわちr夫切坑西鑓押786n1において

鉱脈は蒲田川石英粗面岩より石英斑岩中に入り，脈幅10

cm，錯・亜鉛見込品位各1％内外と思われる。さらに西

押90m附近にては石英斑岩中，脈幅40cmとなり見

摯品位は略々前と同じ。

東鑓揮を行つた結果は24mで石英斑岩が露われた」。

　　　　　　　　　　　（195L11．1）

553．43ノ．44：550．8（521．53）：622．19』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
　　岐阜縣洞戸地方銅・鉛・亜鉛鑛床調査報告

宮　　本　　弘　道聾　・ 服　　郡　　富　雄判

R6sum6

Repor重on慮he　CoPPer，Lead　and　Z董nc

　　De聖09its　of　Horaしdo　Region，

　　　　Gif旺Prefec加re

by

　　．H　Miyamoto，alld　T　Hattori

　There　are　many　mines玉n　thiS　region：

Horado　m五n今，Ebisu　mine，Kakino　minel
：Kinjy・mine，kinkamine，Yatsub・・mine，

Koga　mine　etc．

　Ore　deposits　of　almost　all　mines　are　hyp－

ometamorphic　but抜e　deposit　of　K：oga　mine

iS行SSure　fi至ling　type

　R・cks・fthisregi・nareslate，sandst・ne，
く1uartzite，hornfels　and　li血estone　of　Palaeo．

zoic，quartz－porphyry　an（i　granite．Resourse

millerals　of　this　region　are　chalcopyrite，zinc－

blende，galena，molybdeni‡e　etc．

　An　outline　of　the　occurence　and　ore
shOot　of　each’deposit　is　discribed　in　this

report．

　　　　　　1。緒　言
筆者らは昭和26年（1951）2月15日より3月16日に

亘り，岐阜縣武儀郡洞戸村を中心とする銅・鉛・亜錯鉱鉱

　＊鑛床部

床地帯の鉱床概査を行つた。その結果を報告する1）・

調査区域は武儀郡乾村・板取村・洞戸村・上牧村・下牧村

に跨る約10km2の地域2）で，調査した銅・錯・亜錯鉱

鉱床は9鉱山であるo

本地域に至る交通は東海道線岐阜駅および越美南線美

濃町駅より洞戸村洞戸市場（下洞戸）に至る問，バスの

便あり（岐阜～下洞戸間32km，美濃町～下洞戸間19

km），さらに洞，戸市場よリバス路線は撚∫畦に溜い1板取

村中切に通ずる。

　　　　　2。地　質3）
本地域の地質はいわゆる秩父古生暦に属する，粘板

岩・珪石・砂岩およびンこれらより変化したホルンフェ

ルスよりなり，処々に石次岩暦を挾む。嘉般的に走向賂

々東西に近く，南または北方に60。～909で急斜する6

石友岩は厚さ1GOm塚下の小規模のレンズとして各所

に挨まれ，乾村東洞の峠ノ沢，ヒマタ洞等においてはフ
ズ
．
ゾ
ナ ・海百合・巻貝等の化石を含有する。　　　　　　　、

本地域において認められる火成岩は上記古生層を實く

石英斑岩・石英粗面岩および輝緑岩質岩である。，

石英斑岩は板取川下洗下牧村谷戸橋附近に岩脈をなし．

て露われるもの4）を除ぎ，佐倉・紳矢洞・金李山・東洞

等に露出するが，小瀬見上外戸より東北方高賀山にかけ

　工）洞戸地方南部に分布するマンガン鑛床についてば宮本が別に報告

　する。
　2）1／50，000地形圖「美濃町j

　3）　階雷己を滲只蟹され，たし。

　4）1／200，000地質圖「敦賀」
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第1圖　岐阜縣洞戸地方鉱山分布圖

て分布するものは特に著しい。本岩はほとんど常に融解、

された石英斑晶と共にソーシユライト化した正長石斑晶

を含む。高賀附近に広く分布するものは，さらに黒雲母

を含み，処により斑状花崩岩様・細粒花嵩岩様の外観を

示し，また著しく多量に粘板岩・珪岩等の破片（経5mm・

位）を含むごとがある。

　石英粗面岩は白谷の板取川岸に露われる5）。暗次色でガ

ラス質右基中に石英および斜長石の斑晶を含み，白谷橋

、下洗200m附近においては特に洗理構造が著しい6

　輝緑岩質岩は乾村東洞のヒマタ・イカヅチ合流点附近

’に露われるもの以外にはまだ認めていない。緑黒色緻密

の斜長石・緑泥石・磁鉄鉱の細粒集合体宅ある。

5）1／200，000地質圖「敦賀」

上記石英斑岩に接触する粘板岩・砂岩等はそれぞれ黒

雲母ホルソフェルス・珪岩に変りダ石荻岩は結晶質にな

つているが，その影響の強弱は場所により異なる。例え

ば高賀谷においては接触部より約300mの点において’

も明らかに黒雲母ホルンフェルスを認めるが，金城鉱山国

坑丙においては3m離れれば石次岩は僅かに結晶質網

状脈に貫かれる程度である・しかしこの接触変質作用の

強弱についてぱ，高賀附近に分布するものが他の各所に

露われる石英斑岩に比して遙かに広域を占めること，ま

た石基が完晶質であり，花嵩岩様の外観を示す点にも大

きく関係あるものと考えられる6）。

断層および裂罐は各所において測定され，略々南北走

6）附言己を滲照され，たしo
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　　　　凡　　例

薩翻スカルン及鉱石

國白チン（白色珪質岩）

四赫ヤ（翻鉱捨む粗都醗鉱！

匿Zコ白色粘工（石英斑岩質）　’

回石英斑岩
目石灰岩
　　　　　　　　　　　
目チャート及ホルンヘルス

註一号坑及び四号坑は省崎
o ，o ZOlo

第2圖　金城鉱山坑内地質圖

向を示すものと東西に走るものとに分けられるが，地層

の走向とも関係して後者の方が鉱床との関係が大きいと

閣考えられる0

　　　　　　　　3．鉱　　床・

　本地域の銅・錯・亜鉛鉱床は上記古生暦の粘板岩・珪岩・

石友岩等と石英斑岩とに関係ある，いわゆる接触交代鉱

床に属する鉱床が大部分であるが，いま）これを冊岩と鉱

床との位置の関係により考察すると，次の如くである。

　　（1）　母岩と鉱床との位置の関係

　（a）石英嘩岩と石友岩との直接接角賠Bに胚胎する1鉱
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床　金城鉱山一・二・三号坑の

各鉱床，金華鉱山1－31m坑等’

は，いずれも石友岩を上盤と

L・石英斑岩を下盤として，そ

の境界面に溜つて胚舶した不

規則レソズ状の鉱体である。

　（b）石英斑岩と珪岩との

接触部に胚胎する鉱床　矢埣

鉱山牧泉鉱床は石英斑岩と珪

岩との接触部に胚胎し，鉱床　，

附近においては両者の境が判

然としないo母岩は著し。く珪　　’

質緻密で友鉄輝石や柘榴石等

のスカルソ鉱物は細粒で，か

つ他の鉱床に比して，その量

少なく，鉱床の周辺部は漸次

鉱染状となり，石英斑岩また

は珪岩に．移週するo

、r（c）石英斑岩と古生層と

の接触部に近く，・石灰岩を交

代し，あるいは石茨岩と珪岩・、

粘板岩との境界面に沿つて胚

月台した鉱床　柿野鉱山。恵比

須鉱山・洞戸鉱山杉原鉱床お

よび杢助鉱床・観晋洞旧坑・矢

坪鉱山佐倉鉱床等，本地域のし）わゆる接

L触交代鉱床の多くはこれに属する。
1
恵
比
須 鉱山の各坑は石友岩と珪岩の境

に開坑し，境界面に沼つて探鉱・探掘し

たものである。金城鉱山凶号坑や洞戸

鉱山，矢坪鉱山佐倉鉱床等は粘板岩・珪

岩中に挾まれた石友岩のほとんど全部ま

たは一・部を交代したものであるdこれら

は極めて不規則なレンズ状9團塊状・鉱筒

駅等をなし，常に多量の友鉄輝石・透輝

石・柘榴石・緑簾石・珪友石・ベスヴ石等の

スカルン鉱物および石英・方解石・螢石等

の脈石を随俘する。

　（d）石英斑岩中に胚胎する鉱床　高

賀鉱山中ノミ沢の鉱床がそれであつて，

石英斑岩中の裂罐に沿つて胚胎する脈状

鉱床である。鑓幅約1m，走向N50。ん

700E，一傾斜500～800：N’であるo主鉱脈　一

は幅10～15cmで鑓の中の部分的には細

脈が密集し，または鉱染状を皇すること
筑口埋盗崩落

第4圖［洞戸鉱出杉原鉱床坑内地質圖
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第5圖　洞戸鱗山杉厘杢助鉱床圖

もある・主鉱脈に沿つて断層を俘う。現在知られでいる

鉱脈は一條で鑓押延長約70m，附近には無数の細脈露

頭が散在する。本鉱床においては，鉱石は石次岩に関係　，

ある他の諸鉱山に：おける，と同様に，方錯鉱・閃亜錯鉱・黄

銅鉱・黄鉄鉱および硫砒鉄鉱よりなり，閃亜錯鉱・黄銅

鉱・黄鉄鉱が粒歌（径5mm位）かつ，密に混じた中に方

錯鉱・硫砒鉄鉱のレンズ状塊（径2～5cm）が含まれる

ものが多く，糊伏配列を示すこともある。脈石は石英の

みで友鉄輝石・柘榴石等のスカルソ鉱物を俘わない。

　2）鉱床の形態および大きさ　．

　いわゆる接触交代鉱床の形態は，鉱液の量および性質，

交代される岩石，特に石友岩の規模および分布形態，地

質構邉等によつて影響されると考えられるが，本地域の

鉱床に，ついては次のような事柄が観察される。

　（a）　不規則な塊黙乃至レンズ状鉱体　恵比須鉱山・・柿

野鉱山・金城鉱山・金華鉱出・第二金華鉱山等の鉱床は大

部分これに属する。いずれも比較的小規模の鉱体で，’水

李延長20m～30m，上下に5《40m，幅2ん3mの不規’

則レソズ状のものが多く，塊状のものも平均直径15m

位までで長径20m，短径15mを超えるものはない。

　（b）不規則な捧状または鉱筒黙をなす鉱体　恵比須

鉱山一号坑，洞戸鉱山杢助鉱床，矢坪鉱山牧泉鉱床等で

あつて，金城鉱山五号坑（元柿野本坑）矢坪鉱山佐倉鉱床・

等も鉱筒状鉱体であつたと考えられる。

緩傾斜をなすもの＝

恵比須鉱山一号坑，洞戸鉱山杢助坑西欽体等で前者は

延長25m十，傾斜亭均250，径1～2m，膨大部で1よ

3．5mである。NEより’SWに傾斜する。後者は走向

略々東西で延長：40m＋，幅2～3mで西方に約30Q傾

斜する。

急：傾斜をなすもの：

洞戸鉱山杢助東鉱体は走向延長最大15m，幅最大7

mで上下に40m以上延びて略々直立しているo

矢埣鉱山牧泉鉱床は走向延長最大20tn，幅最大5m．
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で上下にβ5孤域上延び，全体として東方に約700傾斜

している◎

　　3）　鉱体中の富鉱部

　以上蓮べた鉱床の形や大さは銅・鉛・亜錯鉱を含むスカ

ンレソ体全体の形や犬きさについて寵したものであるが，

これらの鉱床中における富鉱部の形態・大きさ・分布にー

ついてはさらに詳細な観察がなされなければならない。

・今回調査した各鉱爾はそのほとんどが廃山または休山中

であるため，これらの問題については僅かに操掘跡の観

察によつて，、その片鱗を窺い得たに過ぎない。例えば矢

；坪鉱山牧泉鉱床の規模は前項の如くであるが，その探掘

跡を少し詳しく観察すると，鉱体は高さ5～10m，長さ

．5・》7m，幅1～2mの小富鉱体の集合よりなるものの如

く推察される◎

　　4）　地質構造と鉱床の形態

　鉱床の形態が地質構造によつて支配された妊例として

’観晋洞旧坑がある。

　観普洞の鉱床の下盤ば結晶質石友岩，一上盤は珪岩であ

る。図に示す如く母岩は恰も背斜乃至ドーム駅構造をな

し，その凸部（カルミネーシヨン）に鉱床が胚胎する。上、

盤母岩は友鉄輝石・柘榴石等のズカルソ鉱物および磁鉄

鉱等を含み，｝見石英片岩を思わせる1もあがある。採掘

跡中央部附近では複背斜様構造を示す。坑道の延長は水

没して不明であるが，坑口より水没箇所までの坑道延長

は東西に約、35m，幅3’》8m，高さL5’｝3mで西方に

150～200傾斜している0

　　　　　　　　4．鉱』　石

　本地域のいわゆる接触交代鉱床はいずれも銅・鉛・亜錯

鉱を目的として探鉱操掘された鉱床であるo

　鉱石は閃亜錯鉱。方錯鉱・黄銅鉱でほとんど常に硫砒

鉄鉱・磁硫鉄鉱。黄鉄鉱等を随俘するoスカルソ鉱物お

よび脈石としては次鉄輝石・柘榴石（赤褐色および緑色の

2種）・透輝石・珪荻石・方解石・石英等が最も普通に

認められるo

　〆1）　鉱石の産欺および構造

　鉱石の構造により本地域の銅・錯・亜錯鉱床に産する　．

14一一（246）



　　　　　　　　　岐阜縣洞戸地方銅・錯・亜錯鉱床調査報告　（宮本畝道・服部富雄）

鉱石の構造には次の如き種類が

ある。

　（a）　灘翠構造　代表的なも

のとしては恵比須鉱山・金城鉱

山一号坑・同四号坑等であお。

径1～3cm大1宇自形り鉱石
鉱物および脹石鉱物が混り合つ

たもので，スカルソ鉱物は極めF

て少ない。鉱物粒の径が小さく

．なり3〔’5mm位になると，ス

カルン鉱物の量が壇加するQま

た時には柘榴石や友鉄輝石の結

晶の聞隙を方錯鉱・閃亜錯・錯

等が充填する如き’ものもある◎

　（b）斑朕構造　スカルソ鉱

物の径2mm以下の細粒の中に

点々と鉱石鉢物の集合体が混じ、

るもので，普通鉱石集合体り径．

、は1cm丙外であるが大き’；なも

のになると，56m．以．上に蓬し，

團塊歌となる。露石集合体の中

心：部，スカルソ中の処々に小晶

洞‘小塞瞭のある場合も多いQ、

　（C）鉱染欺構造

誌．
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挿

ダ’・

　　　　　　　スカルン鉱物およ
び脹石鉱物集合体中に鉱石鉱物が鉢染状

に散点するもので，斉鉱物粒の大ざは径

0．5〔・1cm大が多ヤ・◎

　（d）　角礫構造　これは金華鉱山にお、

いて特に著しい例である。閃亜錯鉱の角

礫の（径3¢1n内外）間隙を方解石が充

墳しているもので，この方解石中には多

量の硫砒鉄鉱の結晶（径0。5’》1c切が

徴在する。

　これらの鉱石の欝造による差が，鉱体

中においていかなる位置に琵するかとい

うことは乳今回の調査では明らかにする

ことカミでき’なカ・つた0

　2）鉱石成分の分布と特徴

工．本地域の全ての鉱床において方錯

鉱・閃亜錯鉱およぴ黄銅鉱を認めたo閃’

亜錯鉱はすべて肉眼的に黒色不透明の鉄

閃亜錯鉱である0

　2．磁硫鉄鉱は次の諸鉱山においては

鉱石鉱物中量も多量であるか，蛍たは閃

亜錯鉱に次いで第2位を占める。

　　　　　　　　　う　
　　　　㎡薫謡謬h
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ぞ

、

魅

恵比須鉱露，柿野鉱山，・金城鉱山，矢坪鉱山1第

ご金華鉱山において認められる。

すなわち本地域の西北部と南東部に麗し，その中

聞の金華鉱山・洞戸鉱山・高賀鉱山を連ねる押E＝

SW幣にば認めなかつたのである0

3．硫砒鉄鉱は柿野鉱山・金城鉱山・金華鉱山・

洞戸鉱山・恵比須鉱山および高賀鉱肉において認め

ら胞た6いずれも自形を示し，方鉛鉱・閃亜錯鉱・

黄銅鉱・磁硫鉄鉱等の晶出時期と，少し晶出時期を

異にすると思われる。

恵比須鉱山，観晋洞旧坑および東南部矢坪鉱山・

第二金華鉱両ではまだ硫砒鉄鉱を認めていない◎洞

戸鉱山杢助鉱床ではコバルト華を認めたが∋これは

硫砒鉄鉱に関係あるものと考えられる。

4・硫カドミウム鉱は閃亜錯鉱に件欺生鉱脚で

あるQ本地域に．おいては恵比須鉱貞。柿野鉱山1・澗

戸鉱山杢助坑・同阿部洞旧坑・第二金華鉱山におい

て認められ，なかんずく柿野鉱山では仕鉱山に比して多

量に認められた。金城鉱山においても認められたことが

あるというQ

5．磁鉄鉱を確認した鉱床は本地域内では観晋洞旧坑

のみである（地質構造により：支配された鉱床の項参照）0

6．輝水錯鉱7）が本地域のいわゆる接触交代鉱床に俘

つて産するのは・洞月鉱懲杉原鉱床のみである。杉原館

床の輝水鉛鉱は次鉄輝石・透輝石等のスカルソ中に細粒

鱗片1伏に鉱染しているもので，三番坑，大切坑に多い。

かつて手選の上費鉱された◎鉱山の資料によれば，当時

の品位は次の如くである（手選精鉱）。

鉱　．石

塊

醗

k鉱

鉱

M・曜位匪堀位隆析箇数

’・触

L9戸》3，5％

1．6戸｝6．3％

2．5％

3．3％

3
4

　　　　　　　　』
　　　　　　　　　　　（加茂鉱山分析）

繍床大切坑掘下りにおいては・酸イヒさ纏灘土状

鉱中に，白錯鉱6ミメヅト鉱と共にモリブデン錯鉱をi産

する。

　3）　スカルン鉱物および脈石鉱物

本地域のスカルソを構成するスカルソ鉱物は，荻鉄輝

石・柘榴石（赤褐色および緑色の2種）最も多く，緑簾石・

透輝石・珪友石等がこれに・次ぐ◎ベスヴ石を確認したの『

は洞戸鉱山杉凍鉱床のみであつた。これらのスカルン鉱

物は普通密に混り合い，多少の鉱石鉱物を俘うが，時には

友鉄輝石または柘榴石のみよりなるス1カルソ体奄形成す

　7）高賀鉱山にも石莫脈に伴つて輝水鉛鉱を塵するが，一これは別に記

　すo
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ることがある。洞戸鉱山梅保木坑・矢坪鉱山佐倉鉱床大

露頭等は，柘榴石スカルソの著しい例である。前者はが

つて柘榴石を目的として操掘されたととがある。

　スカルン鉱物と共に鉱体を構成する脈石鉱物は，方解

石および石英であるが，時に螢石を蓬する。普通はスカ

ルン鉱物・鉱石鉱物と密に混じ，または網脈状をなすが，

時にスカルン鉱物よりも遙かに多量に亘粒状，（例えば金

城鉱山一号坑，四号坑），・脈状（例えば金華鉱山一31m

坑）をなして産することがある。方解石および石英は小

晶洞中に結昂を示すことも比較的多く，一般にスカルン．

鉱物より稽々後期の晶出にか玉る竜のであるo

螢石1は金城鉱山一号坑および洞戸鉱山杉原鉱床におい

て確認した。帯紫～帯線色である。量は少ないQ

本地域のいわゆる接解交代鉱床中，洞戸鉱山杉原鉱床

は他の鉱床と異なり，輝永錯鉱を産すると共に，スカ

ルソ中に沸石類を俘う点において特徴がある。すなわち

鉱床の上部一番坑・二番坑においてスカルソ中に濁沸石

（編地沸石）を比較的多量に俘う。時に径5cm余の放射

状集含体を散点する。またスカルソの周縁部・石友岩に

近く魚眼石の網歌脈を俘うこともしばしばである。魚眼

石は同鉱山梅保木坑においても認められた。

　4）　酸化鉱および次生鉱物

　10．金城鉱山二号坑および三号坑においては俗に「赤

ボヤ」と称する酸化鉱が認められ，下部において爽鉄輝

石・柘榴石・緑簾石等のスカルン鉱物およぴ少量の閃亜

錯鉱・磁硫鉄鉱等を随伴する処がある。「赤ボヤ」は赤褐r

色粗懸土歌のもので，中心部に円昧を帯びた黄銅鉱の礫

斌鉱を有し，石英斑岩より変化した白色粘土と混じ，また

硫砒鉄鉱の結晶も散点する。：黄銅鉱の円礫化は断暦蓮動

の摩擦によるものと考えられ，白色粘土の生威には断暦

蓮動のみならず，鉱化作用もまた関係があるものと思わ

れる「赤ボヤ』中の黄銅鉱円礫の表面には，二次的に砒

三銅鉢が生成している0

　20．柿野鉱山峠ノ沢坑口附近に．おいて，鉱床の一・部

（顧約1m，延長約1mは孔雀石を含み，比較的銅分に

富む（数％の銅を含むと思われる）褐鉄鉱となつている。

　3。．洞戸鉱山杉原大切坑の酸化鉱については既に述

べたoまた硫カドミウム鉱についても既に記Lたo本地

域のいわゆる接触交代鉱床に俘つて青鉛鉱・白錯鉱・孔

雀石・異極鉱等種々の二次生鉱物が産するが，いずれも

極めて少量であつて10．および2。．を除いては見るべき

ものは1 ない0

　5）晶　位
　本地域の銅・錯・亜錯鉱床の鉱石品位については系統的

な資料が得られなかつたo散漫ではあるが，・各鉱山で得

や

た資料が筆者の手許にある（印刷省略）。

・高賀鉱山二・三号坑内において亀10m間隔で試料操取

し，分析した結果次の如くである（印刷省略）。

　5・本地域における銅・鉛・亜鉛鉱鉱床一

　　　以外の鉱床
石英脹に種々の鉱石を俘うものである◎

　1）　タングステン鉱脈

高賀鉱山中ノミ沢鉱床の南方約’1，300m，クズレ沢上

洗右支沢標高580瓢附近にあり，走向N450W，傾斜

30。S，脈幅15cmの石英・鉄マンガソ重石脹で，延長8m．

にわたつて露出する。鉄マンガン重石は板歌結晶をなし

大なるものは厚さ1cm±ある。また脈の中央部1こ．は硫

砒鉄鉱および黄鉄鉱が比較的濃集して含まれる硫砒鉄欽

は黄鉄鉱より多い。・

　2）　憩リブデン鉱脈

前記タyグステン鉱脈の西方約300m，クズレ沢標高

440m附近にある◎走向N50◎死傾斜650S，脹幅2ゲ

3cmの石英・輝水錯鉱脈で・20cmの閲隔をもつマ2條

あり，輝水錯鉱は板状乃至鱗片状をなして石英脈中盤縢

に近く産する。他の随俘鉱物はない。鑓押約街nの旧1

坑がある。

　3）　洞戸鉱山阿部洞旧坑

　こ玉には幅1m余の石英脈が走向N700W垂直に露

出し，この石英脈中に硫砒鉄鉱と共に自然蒼錯が嵌没す

る。径1cm域下の小さし「・もので量も極めて僅かであるσ

　　　　　　臨．結　語
　（1）　本地域におけ’る銅・錯・磯鉱鉱床をま，以上に．記

述した如、く，鉱床の数も種類も甚だ多く，かつ状態，形ぱ

不規則であるが，いずれも個々の鉱体の規模は小さい。

また各鉱床に産する鉱石は極めて種類に富み，いわゆる

雄鉱で，主要稼行目的物の一つである閃亜錯鉱は，鉄分

に．富む鉄閃醗鉱であるo

　（2）今回調査した各鉱床のほとんど全てが，現在の

坑道およぴ設備の限度丙では操掘可能な範囲を掘り盤し

ているため，本地域・各鉱床附近の精密な綜合的地質謁

査を実施することにより，各岩暦特に石次岩，石英斑岩

の分布および各鉱床，露頭の相互関係を明らかにし，根

本酌探鉱方針を決定するこ，と力書必要であるoまた比較附

高所にある鉱床に対しては，新規に下部より立入坑道を

開坑することにより，現鉱床の下部探鉱が望まれる。

　（3）『これらの点より本地域ρ鉱床の開発に当つて

は・軍独の鉱物を稼行目酌ζすることは経掌上甚だ困難

であると思われる6また一一方各鉱業権者も弱小資本であ

ることも考え合せて，黄銅鉱・方錯鉱・閃亜錯鉱・磁硫鉄

鉱および硫砒鉄鉱等を全て探坂すべきであると考えるo

17一一（249〉
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鉱肉各 位置および交通

彬．灘鞭峠ノ沢
野　・洞戸市場一（村
　・道8k由トラクヅ、
　を通ずo）→鉱山鉱　　事務所一（山道

　徒歩1．2km）→
山現場

，金・

城
．鉱1
山

　　　　〆　　　旧
　　　相
　　　野　じト　よ

　oo　鉱　L　山
　（　亀　　）　eQ’
　Q㌃　o　）

金
華
鉱
山

ハ旧
相
戸
鉱『
山
）

恵

比

須

鉱

山

、鉱区

番号

出願中『

乾村柿野東洞に　岐探登
ーある洞戸市場→一　479
，て村道6km，、ト　　　480
ラックを通ず）

一鋤事漸岐灘

乾村相戸金李に
ある。乾村出戸
→（村道800m）
→相戸一（両道
・1．5km）→現場

板取村蛭子藏に
あり，洞戸村小
瀬見，鉱山事務
所一（縣道600m
バスあり）締飯
場・索道絡点一
（徒歩1km出
道）→現場

岐試登
4647

元岐試
登4947

再出願
中

鉱種名

金・銀・銅・

錯・亜錯・硫

化鉄

金・銀・銅・

錯・亜錯・硫

化鉄・マソ
ガン・重石・

クロム・ロ
バルト喰水
錯

金・銀・銅・

錯・亜錯

鉱業権者

原政一
岐阜縣武儀
郡洞戸村片

澹革’1お　よ　び現況

・1900年代（明治末年）合資会祉フナーブ
ルブラント商会が試掘権を設定し，i若・
干探鉱されたのみにて1950年，権利放
棄したものを同年原政一が出願したo
露頭下部より坑道10mを開さくし，
坑夫2，3名を使用して目下探鉱中であ
るo貯鉱数トソありo

　　　　地元古老の言によれば，既に徳川地代今岡正’一　に於て発見され，小規模に探鉱した

名古屋市昭　という。1870年代（明治初年）地元民石
和区櫻山町　紳某が稼行した◎1904～05年簡野某が
2の34　　盛んに探鉱し製錬も営んだ。その後川
　　　　上，重星，藤巻，田中らが相次いで権
　　　　利を取傅L稼行・休山を反復した0
　　　　1934年岸本甚八外2が買牧稼行・・1938
　　　　年今岡正一が買牧し今日に至るQ目下
　　　、休山中，残鉱及貯鉱数百トンありo

勝野龍英
豊橋市

小笠原秋水

東京都台東
区谷中土三
崎南町57・

1870年f覧（明7台1初年）々こ開坑されたと傳

えられる01910年（明40）頃西∫iI某が稼
行し，後八木某を経て1940年（昭15）頃
勝野龍英が買牧した。目下休肉中，貯
鉱十数トンあり。

1830年代（天保年聞）の発見と傳えられ
る。1900年代に稼行された。1934年頃
紳山彌一が買牧，1938年広瀬精一郎が
買牧し電気さく岩機を使用して探掘し
たQ後栗本重工株式会瀧，大日本コバ
ルト鉱業株式会肚を経て1946年頃小笠
原が鉱業権を取得し今日に至る。現在
休山中で坑口附近には数百トソの貯鉱
があるo

地質および鉱床
駈謂秩父古生層の粘板岩・砂岩・墓岩・杢ルン
フェルス，石友岩中に胚胎する所謂接触父代鉱

騰鷺総犠躍撃野轟緩
は特に硫カドミウム鉱が多量に認められるo脈
石は石英，方解石の他，荻鉄輝石，柘榴石，珪
次石等のスカルン鉱物を俘うo叉鉱床の一部は
孔雀石を含み比較的銅分に富む褐鉄鉱となつて
いる◎

所謂秩交古生暦の粘板岩，砂岩，珪岩，石友岩
及びホルンフェルスよりなり，之らを貫いて石
英斑岩が漢間に露出するが，地下に於ては比較
的広く分布するもの＆如くである。鉱床は所謂
接触交代鉱床で露頭40余あり，主なものは
　　　　　　　閃亜錯鉱，磁硫鉄鉱
一号坑雫1雛鐵岩薯樂簸灘羅
　　　　　　　榴石，螢昼緑簾石
二号坑　　　　グ　　　　等。所謂「赤ボヤ」で
三号坑・・　　　〃　　　　黄銅鉱の円礫状鉱を

　　　　　　　含む赤褐色土駅鉱，
　　　　　　　硫砒鉄鉱を俘う〇
四号坑　珪岩中　　　」・号坑と同じ螢石は少い
五号坑　旧坑，入坑不，能上部は酸化鉱・下部
　　はスカルン鉱とのことであるo　I畔

秩父古生暦の粘板岩，珪岩，石次岩，ホルソフ

諾轟羅箸鋸く霧磐魏端罐羅
つて不規則なレンズ状をなして胚胎する所謂接

難蝋講轟　カ、レ．鉱榊，方錯鉱
閃亜錯鉱，黄銅鉱等を俘い，叉黄鉄鉱，硫砒鉄鉱
等を鉱染するσ閃距錯鉱の角礫の間を方解石が
充撰した角礫構措を示すものが多く，方解石中
には極めて多量の硫砒鉄鉱が自形をなして嵌没
する。

所謂秩父古生暦の粘板岩，砂岩，珪岩，ホルン
フエルス，石次岩等を貫いて石英斑岩，石英粗．
面岩，花嵩岩質岩石が見られる。
鉱床は石次岩と珪岩との境に沿つて胚胎する所

愛難霧磐覆蔽凱昊諭灘繍量甕
た不規則レンズ状鉱体であるQ鉱石は方錯鉱，
閃距鉛鉱，黄銅鉱1磁硫鉄鉱，黄鉄鉱等よりな
り，スカルン鉱物は方解石，友鉄輝石ゴ柘榴石
等である。　尋

調　査

坑外1／2，000』

坑口，露頭附
近1／500にて
概査。
実働＄日間。．

鉱山に於て作
製せる坑丙図
を若干修正し薔
て概査した。　壇

坑丙1／500・　翻
実働2日間＠

　　　　　醗

　　　　粟
　　　　　面
　　　　難

　　　　　　　　　黙
　　　　　ω
坑内外1／500鹸
概査。

　　　　麟実働1日間。

　　　　Pσ｝
　　　　　砲
　　　　　）

坑丙外1／500
概査。

実働1日聞。
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鉱

山
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坪
鉱・
肉

ハ旧
上
牧
鉱・

山
）

第鉱

金…

華山

洞戸村高見にあ
り，洞戸村高見・

鉱山事務所杢助
鉱床は事務所の
西方約500m，

舗鱗綺盤
にあるo

洞戸村高賀上外
戸観晋洞にあり
洞戸村木作一（村
道4km，徒歩・馬

車・小型自動車
を通ず）→上外
戸観晋堂一（山
道300m）→坑口

洞戸村高賀中金
沢にあり，

洞戸村木作一
（村道4km，徒

鑛華翻皇
高賀宮鉱山事務
所一（徒歩2km
山道）→現場

土牧村紳矢洞に、
あり，

上牧村乙狩一
（村道2kmトラ
ックを通ず）→
紳矢洞・鉱山事
．務所

岐試登
4628

岐試登
4929

岐採登

　484
岐試登
4520

岐試登
4788

1下牧村矢坪にあ　岐試登
り・下牧村ワラ・・4955
ピー（村道1．5k
m，トラックを通

ず）→現場

金・銀・銅・

鉛・亜錯・水’

鉛

金・銀・銅・

錯・亜錯・硫

化鉄・鉄・
砒・水鉛

金・銀・銅・

錯・亜錯・硫

化鉄

金・銀・銅・

錯・．亜錯

金・銀・銅・

錯・亜錯

妹尾公亭
岐阜市雲井
町3の5

含資会杜フ
アーブルブ
ラソド商会

東京都

三星産業株
式会肚

東京都新宿
区四ツ谷1
丁目5／9

諏訪京子
岐阜縣武儀
・郡上牧村字
紳矢洞

勝野龍英
豊橋市

1910年頃（明治末）及び1920年頃（大8，
9）盛山Lたと称される。1935年（昭
10〉加藤勇吉が鉱区を設定，其後吉既
宮本を経て1938年浦長治が買牧，盛ん
に探鉱し，淫遊選鉱場を設定，杉原坑
を取開け三番玩』・大切坑齎を連絡した。

1939年青木止貞が買牧稼行し，1944年
（昭19）妹尾公亭が買牧今日に至るo目
下探鉱及び選鉱場整備中

1900年代にブァーブルブラソド商会に
より開坑，稼行された。現在も同商会

2顯織藤麗誓購硲
休山。

1939～40年（昭14’》15）頃武井武が試掘
権を設定，1940年三星窟業株式会瀧が
譲受け，今次職雫中探鉱を行い，1944
年（昭19）終職により休山した◎
1950年1再開し葡萄鉱1」ゆ株式会見辻に経営

を委託し，現在二・三号坑鑓押及び大
切坑立入掘進中。
コンプレヅサー20HP1台，ヂ件ゼル
ェンジソ30HP1台及び索道建設中，
從業員12各

地元民の言によれば1900年頃発見，
合名会薩「ゼーフアーブルラソド・エソ
ド・サy」により開発され，稼行数年に
して休止，放棄された。其後1917年
（大6）井沢清兵衛が牧泉鉱床第三坑道
の開さく及び市泉区域の露頭探鉱を行
い1920年中止，更に1925年（大14）再
開し第三坑より上部を探掘，予選の上
費鉱したo現在は諏訪京子の所有とな
り，整備探鉱中であるo

1900年代に合名会社「ゼーフアーブル
ランド・エソド・サyjが試掘権を設定
その後放棄されていたのを高須武が出
願，1940年頃勝野龍英が買牧し現坑道
を開坑した。

緩父古生暦の粘板岩，砂岩，珪岩；菊レンフエル

ス，石次岩等の中に胚胎する所謂接触交代鉱床

響麟蕎螺皇碧頻欝羅離鞘鰻券
藻落で蕪鷺囎謬騰鹸拶欝畿ど
閃亜錯鉱と共に輝水錯鉱を採掘した。
2．杢助鉱床は走向東西，2鉱体あり，東鉱体
の三番坑掘下りは水浪しているが，30m下部で
鉱況良好であつたというo方鉛鉱，閃亜錯鉱と
共に＝黄銅鉱を採掘したo

秩父古生膚の紹板岩ホルソフエルス，珪岩，石
1友岩及ぴそれらを貰く石英斑岩，黒雲母花醐よ
りなり鉱床は古生暦と石英斑岩との接触部に近

綴轍碧懸騨麟鱗鼓讐糞鴛妖
構造をなしその凸部に鉱床がある・・坑口附近の
貯鉱を検するに鉱石鉱物は方錯鉱，閃亜鉛鉱，
黄銅鉱，黄鉄鉱，磁鉄鉱を含み，スカルン鉱物
は次鉄輝石，柘榴石，方解石，石英等である

灘羅…鞍灘燭羅辮
～800N，断暦に俘う幅10｛＞15cmの鉱脈を主と
し部分的に細脈が濃集し，叉は鉱染状を呈すo鉱
石は方錯鉱，閃距錯鉱， 黄銅鉱，黄鉄鉱及び硫
砒鉄鉱である。脈石は石英及び粘土である。
クズレ沢には石英・輝水錯鉱鉱脈あり脈幅2～3
cm，N50。W，65。S，延長5m＋，叉石英・鉄マン
ガソ重石・黄鉄鉱。硫砒鉄鉱鉱脈あり，脈幅

秩父古生暦の粘板岩，珪岩，砂岩，ホルンフエル
ス及石友岩等よりなり之を貫いて石英斑岩脈あ
り，鉱床は所謂接触交代鉱床で，L牧泉鉱床は
事務所より神矢洞上流300mにあり第三坑より
上部は探掘済，鉱体は高さ×長さ×幅＝5～10m
×587m×1｛’2mの小鉱体の集合よりなるも
の』如く全体としてEW，上下に長くNSに短
く，Eに70。の傾斜を有する02，佐倉鉱床は下牧
村地内矢坪岳の南にあり大露頭，同下坑丙及大
切坑，Hi型坑等あり，3．市泉鉱床は前二：者の中
聞にあり殆んど見るべきものなL。鉱石は方錯
鉱，閃亜錯鉱，黄銅鉱及磁硫鉄鉱が密に混じた
もので，友鉄輝石ジ柘榴石を俘うが牧泉は佐倉
に比してズカルン少なく珪化著しい。
秩父古生暦の粘板岩，砂岩，珪岩，ホルソフエル
ス，石友岩よりなり之を貫いて石英斑岩脈が見
られる。鉱床は所謂接触交代鉱床で鉱石は方錯

藻購舗灘；懲難籍スカルン鋤

坑外111，000
概査，坑内
1／300精査，

坑内はハγギ
ジグコンパス
を使用して測
量調査した。

実働5日聞

坑丙1／500　黙
概査。　　細
実働o，5日　讃

臨　　響
　　　　　藍、

　　　　　撃．
坑外1／500概皐，
査・坑内1／300爵・

鏡齢・・構
ソク●コソハ嶺
スを使用して翻、
測量調査した　騰

風坑丙10m毎難
に試料探取分　路
析した
実働3．5日聞（
　　　　　晦
坑外1／500・卦
1／1，000，坑内　畏

1／500概査o　磯

実働2日間。毒
　　　　　が　　　　　嚢
　　　　　麟
　　　　　誌
　　　　　F）

坑内外1／500
1／1，000概査

実働1’日間

註交通は岐阜～洞戸間および美濃町解中切間のバス停留所より記した



地質調査所月i報（第3’巻第、6号）

〔そのためには洞戸鉱山にある浮遊選鉱設備の整備8）と

蓮韓を含めた，本地域内各鉱山の綜合的開発計画の樹立一

が1望ましいo（1951年8月稿）

　　　　岐阜縣洞戸鉱山i選鉱系統図
本助坑　　杉原坑　買坑
　等　　　一↓
　トロ道　．　トラック

簡旛＼6分ワイヤP　　　＼　 ↓
傾斜200　　イソクライソ
1，100m　復動傾斜100

・
．
1
　 轄多謬鴇
　↓　　　　↓
　　　↓　、
ブレ，一キクラッシャー
7×10吋　モ・』タ　・10Hp

　　　↓
　鉱舎10ton
　　　↓
ベルトコソベア戸
　　10吋琴3m
　　　↓　コニカノレオミドーノレミノレ←

　　4吋20H：P
　　　↓クラヅシファイアーD型一　

　復式 5Hp　　　↓
　コソディシヨナー
　　4×4択．
　　　一↓
　フロ・Fテーター、フロ肖レソワ〉レトサブA型

　　　6区　一
　　　↓
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1）大築洋之助，溶野信雄：ユ／200，000敦賀図幅お

　‡び同説明書，1919．　・
2） 雫林武：柿野鉱山，地質，V6L　IL・：P・139・』1904・

3）木下縮城：洞戸鉱山調査報文，鉱業，Vol．18。，

　No．5．，，P．5．レ1941．

4）金城鉱肉：金城鉱山（元柿野鉱山）説明書（手記）・

　年代不詳。
、5）山岸叉八郎：　高見鉱山調査報告（現洞戸鉱山），

　（手記），ユg38．

6）大沢盛吉＝上牧鉱山調査概要（現矢坪鉱山）・（手’

　記），1933．・
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　　　↓
　コソディシヨナー
　　4×4呪
　　　↓
　．フローテFター
フローレンワルトサブA型

　　6区
　　　↓

　　　↓　　”　　　　　↓
　　亜、ドラッグペルド　　錯　　　、　　’　↓
　　精　　　　↓　・　　　↓
　　鉱　　　　　　尾鉱ピソ　　，　　　洗澱池

　　　　　　　↓
　　　　　　尾鉱捨場
印刷の都合により省略Lた附図および附表は次の如く

である。

金城鉱山・柿野鉱山関係図1／20，000　．

柿野鉱山坑外関係図（1／2，000）および峠ノ沢坑口附近

露頭関係図（1／500）。

洞戸鉱爾杢助坑坑外関係図（1／1，000）

　 ：矢坪鉱肉佐倉鉱床坑外図（1！1，qoO）および’

欽床図（1／300）

第二金華鉱画坑外図（1／1，000）および鉱床図（1／300）

8）木地域内に齢ひて浮遊選鉱設備を有する鉱山は洞戸鉱山である。同

』設備はな灘破確系統その他に改修を加界うヂさ織がある。現存の誰

備および系統は系統圖め如くであるo

1950

r
・
附記：、（1）洞鮒紛布する砿琳の有子し蛉
石により，本地方の古生暦は二昼紀中期のものであるこ

乏が判朗した（東大，1小西健二学士匠よる）。（2）洞戸

村高賀方面に一部露出する花嵩岩乃至花満斑岩は，時匠

高濫石英や輝水錯鉱を含み，石英斑岩および古生層を貫

いて，これらに対して熱変質作用を與えている。、（3）・高

一
賀
方面匠広く分布する右英斑岩は花嵩岩や古生暦に対し

てほとんど熱変質作用を與えていない。（4）洞戸地方

北部および南部においては，古生層は略々EWの走晦

を示すが，中央部洞戸川に滑つて走向を異にする。これ

は上記花歯岩乃至花崩斑岩が地下濁折に広く分布し，特．

に中央部において古生暦を押上げてドーム状構造を呈す

るに至らしめたものである9）6

　」ずなわち洞戸地方の銅・錯・距錯鉱床の生成は，本地方

に広く分布する石英斑岩の滋入と関係するものでなく，

上記花嵩岩乃至花崩斑岩の逆入に直接密接な関係を有す

るものである（1952年4月稿）o

　なお柿野鉱山（鉱業権者原政一）嫡新柿野鉱両と改称

ドLたo

9）以上は，木村敏鰹・石岡孝1吉＝岐阜縣武儀郡洞戸村高賀地域の地質、

構造，日本地質：學會第89…同総會講1寅，1952．による。・　「’

20一て252）




